
'11 
報

報広町和昭(1) 

編集役場総務課日発行昭和 54年 11月 1No.51 

れ
な
る
っ
て

AUな
ん
だ
わ

二
回
目
の
母
親
学
級
。
も
う
す
ぐ

使我
つカ5
て子
休マを
浴f抱
の.く
実日
技を
演胸
習に

保人
健形
婦を

の
説
明
を
耳
忙
し
ん
け
ん
な
表
情
で

講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

町の人口

1 0月 1日現在

男 4，1 1 7人

女 4，1 8 8人

計 8，3 0 5人

世帯数 2，2 0 7戸



(2) 

昭
和
五
十
三
年
度
決
算
が
九
月
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
だ
か
、
そ
の
収
支
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
か
、
み
な
さ
ん
の
家
庭

の
家
計
簿
と
思
い
参
照
く
だ
さ
い
。
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億
円
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その他 2，958万円 2%消防費 4，268万円 3%

建
設
事
業
四
六
パ
ー
セ
ン
ト

町
民
体
育
館
・
町
営
住
宅
・

道
路
綱
の
整
備
に

ン
ト
に
も
及
ぶ
建
設
事
業
費
は
、
六

億
九
、
四
八
九
万
円
を
支
出
し
て
お

り
ま
す
。
乙
の
主
な
事
業
を
あ
げ
る

と
、
工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
を

受
け
て
二
億
四
、

O
三
五
万
で
町
民

体
育
館
の
建
設
。
中
学
校
K
二
、
九
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一一歳入

一一一歳出

52 51 

昭
和
五
十
三
年
度
歳
出
十
四
億
九
、

七
六
九
万
円
は
、
教
育
・
福
祉
の
充

実
並
び
民
生
活
環
境
の
整
備
犯
と
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
有
効

K
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

特
花
、
歳
出
の
四
六
・
四
パ
!
セ

50 

8 

教育費

3億5，817万円

24% 

土木費

3億854万円

21% 
総務費

2t意8，378万円

19% 

036円184、
町民 l人当りに

使った税金

五
八
万
円
で
プ
ー
ル
の
建
設
、
地
方

病
予
防
対
策
の
一
環
事
業
溝
き
ょ
改

皐
事
業
は
、
工
事
延
長
三
、
四
五

0

メ
ー
ト
ル
で
九
、
七
七
三
万
円
を
要

し
ま
し
た
。
乙
の
他
、
中
央
高
速
自

動
車
道
の
建
設
が
着
手
さ
れ
た
た
め
、

附
随
す
る
道
路
網
の
整
備
、
道
川
都

市
下
水
路
継
続
事
業
、
常
永
団
地
内

に
町
営
住
宅
簡
易
二
階
建
六
戸
一
棟

を
建
設
な
ど
が
主
な
事
業
内
容
で
す
。

乙
の
他
に
も
き
め
細
か
な
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
お
年
寄
り
の
方
々

の
福
祉
胞
設
等
利
用
の
便
を
図
る
た

め
十
人
乗
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
、

健
康
維
持
と
親
睦
を
ス
ポ
ー
ツ
で
深

め
て
る
?
っ
よ

h

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ル
用
具
の

購
入
。
母
子
栄
養
強
化
事
業
と
し
て

妊
婦
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
妊

婦
に
牛
乳
の
配
布
。
ま
た
、
み
な
さ

ん
の
健
康
を
守
る
た
め
住
民
検
診
を

実
施
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
健

康
管
理
指
導
を
お
し
す
す
め
ま
し
た
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
教
養
と
知
識
、

親
睦
を
深
め
る
意
味
で
開
講
し
た
各

種
学
級
講
座
も
、
お
お
く
の
参
加
を

得
ま
し
た
。
乙
の
開
設
場
所
で
あ
る

中
央
公
民
館
講
堂
も
、
狭
ま
す
ぎ
る

と
の
要
望
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
を
拡
張

し
一
部
改
造
を
行
う
と
と
も
花
、
来

館
者
の
便
を
図
る
た
め
自
転
車
置
場

を
設
置
し
、
教
育
文
化
活
動
の
振
興

を
図
り
ま
し
た
。
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の

ど
度
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Etu 
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の
和

町
目白

性質別歳出の状況

地方交付税

31:意3，250万円

22% 

EZ薗

町たばこ消費税1，987万円

電気税 1，380万円

軽自 動車税 383万円

土地保有税 141万円

国庫支出金

2億4，915万円

17% 

町民 l人当りの

納めた税金

順
調
に
伸
び
る
町
税

昨
年
比
二
九
、
九
パ
ー
セ
ン
ト
増

一
般
会
計
歳
入
予
算
十
五
億
一
五

九
万
円
に
対
し
、
収
入
済
額
は
七
八

八
万
円
多
い
十
五
億
九
四
七
万
円
。

支
出
は
十
四
億
九
、
七
六
九
万
円
、

差
し
引
き
一
、
一
七
八
万
円
が
五
十

四
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
二
一
パ

ー
セ
ン
ト
を
し

め
る
町
税
も
、
五
十
二
年
度
に
比
較

し
て
七
、
二

O
八
万
円
、
二
九
、
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
、
そ
の
内

訳
を
み
て
み
ま
す
と
、
町
民
税
三
、

六
六

O
万
円
、
こ
の
う
ち
個
人
分
三
、

四
O
四
万
円
、
法
人
分
二
五
六
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
お
い
て
も
順
調
な
伸
び

を
し
め
し
て
お
り
、
固
定
資
産
税
に

お
い
て
は
、
土
地
五
五
万
円
、
家
屋

一
、
六
八

O
万
円
、
償
却
資
産
了
、

三
三
四
万
円
、
そ
の
他
納
付
金
・
交

付
金
な
ど
に
よ
り
三
、
一
八
一
万
円
。

電
気
税
四

O
九
万
円
、
町
た
ば
こ
消

鐸
積
一
七
二
万
円
、
軽
自
動
車
税
一

六
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
K
対
す
る
町
民
ひ
と
り
当
り

の
負
担
額
は
三
万
八
、
四
七
四
円
、

こ
れ
に
対
し
て
の
見
返
り
は
十
八
万

四、

O
三
六
円
と
芯
り
ま
す
。

隈
幽
二
万
円
の
負
担
で

巨

』

倍

以

上

の

思

恵

国
民
健
康
保
険
の
歳
入
総
額
は
二

億
一
、
五
六
八
万
円
で
、
そ
の
内
訳

は
、
国
保
税
七
、
八
二
九
万
円
、
国

か
ら
の
補
助
金
一
億
二
、
O
一
九
万

円
、
五
十
二
年
度
繰
越
金

一
、
五
一

四
万
円
、
そ
の
他
二
O
六
万
円
と
な

り
ま
す
。

一
方
歳
出
で
は
、
支
出
の
八
一

パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
療
養
給
付
費

二
万
三
一

八
件
に
対
し
、

一
億
七
、

三
八
O
万
円
の
支
払
い
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
高
額
療
養
費

二
八
六
件
で
二
三
四
三
万
円
、
助

産
費
支
給
四
二
件
で
二
五
二
万
円
、

葬
祭
費
は
一
八
件
で

一
八
万
円
、

ζ

の
他
四

一
O
万
円
を
支
出
し
て
お
り
、

歳
出
総
額
は
二
億
二
二
七
万
円
、

差

引
き
二

三
四
一
万
円
が
五
十
四
年

度
に
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

被
保
険
者
一
人
当
り
の
平
均
税
負

担
二
万
一
、
二
五
七
円
に
和
レ
、
療
養

費
四
万
七
、

一
九
O
円
、
自
コ
旨
担

の
倍
以
上
の
用
省
出
を
受
け
て
い
ま
す
。



あ
な
一
会

は)

明
日
を
築
く
青
少
年
に
暖
か
い
思
い
や
り
を

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
う
え
叱
り
、
厳
し
く
指
導
す
る
。

で
最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
、
す
③
お
と
な
は
青
少
年
の
手
本
と
な
る

べ
て
の
お
と
な
が
深
い
愛
情
を
も
つ
よ
う
行
動
す
る
。

て
、
子
ど
も
を
暖
か
く
援
助
す
る
と
⑥
進
ん
で
オ
ア
シ
ス
運
動
を
実
践
す

と
も
に
、
他
面
、
人
生
の
先
輩
と
し
る
。
他
オ
ア
シ
ス
運
動
と
は
、
⑧
ハ

て
厳
し
く
指
導
育
成
す
る
態
度
を
身

J

ヨ
ワ
、
②
リ
ガ
ト
ワ
、
②
ツ
レ
イ
し

陀
つ
け
実
践
す
る
乙
と
で
す
。
ま
し
た
。
③
ミ
マ
セ
ン
の
挨
拶
運
動
。

社
会
連
帯
意
識
の
希
薄
化
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
実
践
活
動
が
ま
す

ま
す
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社

会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、

自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
す
べ

て
の
子
ど
も
に
関
心
を
寄
せ
、
日
常

的
に
子
ど
も
を
援
助
し
指
導
す
る
お

と
な
が
一
人
で
も
多
く
な
る
こ
と
を

願
い
、
青
少
年
育
成
国
民
運
動
な
ら

び
に
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
次
の
通
り
で

す。②
ナ
ど
も
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
、

ほ
め
な
が
ら
援
助
す
る
。

②
恒
人
の
子
ど
も
も
愛
情
を
も
っ
て

す
で
に
一
年
を
経
過
し
た
特
例
納
付
制
度

i

あ
な

た
は
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
か
・

来
年
の
六
月
三
十
昌
ま
で
が
加
入
期
間
で
す
。
幸
せ

な
老
後
を
送
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
早
め
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

る
乙
と
が
で
き
る
特
例
納
付
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
る

金
額
は
、
一
ヶ
月
に
つ
き
四
千
円
で
、

一
括
で
も
分
割
で
も
で
き
ま
す
。

乙
の
申
出
の
で
き
る
人
は
、
国
民

年
金
に
強
制
加
入
の
人
で
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
任
意
加
入

の
方
は
除
か
れ
ま
す
。
今
一
度
、
あ

な
た
の
年
金
権
は
大
丈
夫
か
国
民
年

金
の
加
入
期
間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

報広

齢
年
金
を
受
け
る
期
間
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
方
々
が
一

人
も
い
な
く
な
る
よ
う
に
、
特
例
と

し
て
国
民
年
金
の
強
制
加
入
の
期
間

で
、
時
効
に
な
っ
て
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
期
間
を
納
め

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
、

長
い
期
間
保
険
料
を
未
納
し
て
い
る

方
、
あ
る
い
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ま
だ

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
か
ら

六
十
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
も
老

一一一一一
ZE--
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国
民
年
金
を
P

つ
け

る
た
め
に
は
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
(

免
除
期
間
も
含
む
)

が
二
十
五
年
以
上
必

要
で
す
。

あ
な
た
が
無
年
金

者
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
乙
の
機
会
に

も
う
一
度
、
自
分
の

年
金
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

税
務
署
で
は
、
十
月
十
六
日
か
ら

十
一
月
十
五
日
ま
で
の
一
月
聞
を
青

色
申
告
の
「
特
別
勧
奨
期
間
」
と
し

て
、
青
色
申
告
の
普
及
促
つ
と
め
て

い
ま
す
。

商
売
を
し
て
い
る
人
、
地
代
、
家

賃
収
入
の
あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
「

青
色
申
告
」
の
方
法
で
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
青
色
申
告
と

は
、
帳
簿
を
つ
け
て
所
得
を
正
し
く

卦
麗
し
て
納
税
す
る
人
民
い
ろ
い
ろ

の
特
典
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
税

金
が
安
く
な
る
よ
う
に
し
た
制
度
で

す。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を
。

※
お
問
い
合
せ
は

甲
府
税
務
署
、
青
色
申
告
会
、
昭

和
町
商
工
会
ま
で
。

町相

最低必要な期間

生年月日

通老算齢老齢年年金金 特例老齢年金

明明 44 45 年年 月月 21 日日以以降前 1 0年 4年 1月

大 2年 4月 1日 /1 H 5年 1月

3年 4月 1日 H 〆ノ 6年 1月

4年 4月 1日 H 〆〆

7年 1月
5年 4月 1日 H 〆〆

6年 4月 1日 H 1 1年

特例人のKょ険利納保を
7年 4月 1日 H 1 2年

8年 4月 1日 H 1 3年

9年 4月 1日 H 1 4年

1 0年 4月 1日 H 1 5年
とめ

1 1年 4月 1日 H 1 6年

給支てし 期閲がた1 2年 4月 1日 H 1 7年

1 3年 4月 1日 H 1 8年

1 4年 4月 1日 H 1 9年
。一

1 5年 4月 1日 H 2 0年 年以上

昭 2年 4月 1日 H 2 1年

3年 4月 1日 H 2 2年 O 

4年 4月 1日 H 2 3年
未満年

5年 4月 1日 H 2 4年

5年 4月 2日以後 2 5年

昭

年金獲得まで

何年必要ですか…



報

戦
没
者
遺
族
特
別
弔
慰
金
と
戦

傷
妻
特
給
の
支
給
範
囲
が
拡
大

広

「
特
別
弔
慰
金
」

H
W公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、
遺
族

給
与
金
の
受
給
者
で
、
昭
和
五
十

年
四
月
一
日
か
ら
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日
の
聞
に
受
給
権
を
失
っ

た
者
の
遺
族
。

付
朝
任
文
官
、
従
軍
文
官
の
公
務
扶

助
料
受
給
者
で
、
昭
和
五
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
扶
助
料
受

給
権
を
失
っ
た
も
の
の
遺
族
。

(
こ
の
場
合
証
書
の
写
を
持
参
)

以
上
、
金
額
は
十
二
万
円
で
昭
和
五

十
五
年
よ
り
支
払
わ
れ
る
六
年
償
還

の
国
債
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

ハ
門
口
の
遺
族
と
は
、
妻
(
遺
族
内
再

婚
姻
と
氏
を
変
え
な
い
婚
姻
を
し
た

町和(5) 昭

正しい理解と早期発見

妻
に
限
る
)
子
、
父
母
、
孫
、
兄
弟

姉
妹
、
一
年
以
上
生
計
関
係
の
あ
つ

れ
J

見
嫁
、
伯
叔
父
母
、
姪
、
甥
を
い

い
ま
す
。

「
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
給
」

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
、

戦
傷
病
者
等
と
婚
姻
し
た
妻
及
び

同
日
以
後
じ
後
重
症
に
よ
り
戦
傷

病
者
等
と
な
っ
た
者
の
妻
で
あ
っ

て
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
に

お
い
て
戦
傷
病
者
等
が
、
恩
給
法

に
定
め
る
第
五
款
症
以
上
の
傷
病

恩
給
ま
た
は
傷
害
年
金
の
受
給
者

で
あ
る
場
合
、
つ
ぎ
の
と
お
り
特

別
給
付
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

E調E菖眉随i菌.11月5日-11日

糖尿病は初期の段階では自覚症状ガあり

ません。とくlこ中年以降の方は定期的な

横査を受けましょう。

1 1月 11日

午前9時~午後2時

総合検診センター

共立看護学院2階

無料検診

所場

口(→

款
症
以
上

款
症
以
上

五
万
円

二
万
五
千
円

議
傷
病
者
の
妻
お
よ
び
父
母
に
対

す
る
継
続
分
」

前
回
の
特
別
給
付
金
が
、
昭
和
五

十
四
年
で
最
終
と
な
ら
れ
る
方
は

継
続
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

こ
の
他
、
満
州
青
年
移
民
の
妻
お

よ
び
父
母
、
祖
父
母
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
該
当
と
思
わ
れ
る
方
は

県
厚
生
援
護
(
甲
府
間
一
一
一
一

内
線
四
一
五
番
)
お
よ
び
役
場
福
祉

課
二
一
一
一
番
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

"
み
ん
な
で
守
り
育
て
よ
う
昭
和
の

畠審
F

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
一
月

一
干
三
日
押
小
体
育
館
に
お
い
て
、

第
十
六
回
昭
和
町
農
業
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
農
業
研
究
会
で

は
、
出
品
物
を
二
十
二
日
午
前
九
時

よ
り
受
付
け
ま
す
。
農
家
の
み
な
さ

ん
、
日
頃
丹
精
こ
め
た
農
作
物
、
多

数
出
品
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら

は
、
こ
れ
ら
畠
搾
物
の
展
示
即
売
会

を
/
行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ

ん
お
お
い
に
参
加
下
さ
い
。

児

童

手

当

昭
和
五
十
三
年
九
月
分
ま
で
は
手

当
額
が
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千

円
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
十
月

よ
り
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
額
の

な
い
受
給
者
に
は
六
千
円
に
改
正
さ

れ
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
分
よ
り
さ

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開
発
途
上
国
に
派

遣
さ
れ
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と
い
っ

し
ょ
に
仕
事
を
し
、
そ
の
国
の
人
々

の
生
活
の
向
上
、
経
済
、
社
会
の
発

展
に
協
力
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。協

力
隊
で
は
、
毎
年
二
固
定
期
的

に
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
秋
の
募
集
中
で
す
。

※
応
墓
資
格
二
十
歳
以
上

1
三
十

五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
。

※
募
集
期
間
十
月
十
五
日

l
十一

月
十
三
日
ま
で
。

来
第
一
次
選
考
試
験
昭
和
五
十
五

年
一
月
士
二
日

※
第
二
次
選
考
試
験
昭
和
五
十
五

年
二
月
十
八
日
J
二
十
三
日
ま
で
。

墓
集
要
項
、
願
書
、
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
県
庁
総

蒋
課
外
事
担
当
甲
府
(
幻
)
一

v

一

二
(
内
線
二
三
八
)
へ
問
い
合
せ

下
さ
い
。

の

額

が

改

正

ら
に
六
千
五
百
円
に
改
正
き
れ
ま
し

昭
和
五
十
三
年
九
月
ま
で

一
率
五
千
円

昭
和
五
十
四
年
九
月
ま
で

所
得
割
の
あ
る
受
給
者
五
千
円

所
得
割
の
な
い
受
給
者
六
千
円

昭
和
五
十
四
年
十
月
分
よ
り

所
得
割
の
あ
る
受
給
者
五
千
円

所
得
割
の
な
い
受
給
者
六
千
五
自
円

(
市
町
村
民
税
に
は
所
得
割
と
均
等

割
が
あ
り
、
所
得
割
と
は
所
得
に
応

じ
て
課
せ
ら
れ
る
税
金
で
、
均
等
割

と
は
二
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
ま
で

(
妻
を
除
く
)
均
等
に
課
せ
ら
れ
る

税
金
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
日
か
ら
左

記
の
よ
う
に
県
内
最
低
賃
金
が
決
ま

り
ま
し
た
。

一
日
勤
務
の
場
合
二
、
五
八
二
円
、

パ

l
ト
の
よ
う
に
時
聞
に
よ
っ
て
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
一

時
間
当
り
三
二
三
円
と
な
り
ま
す
。

蚤
化
祭
・
公
民
館
ま
つ
り
は
H

恒
例
の
町
文
化
祭
及
び
公
民
館
ま

つ
り
は
、
例
年
二
十
三
日
の
文
化
の

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

町
舎
建
設
の
た
め
公
民
館
前
が
利
用

で
き
な
い
た
め
順
延
と
な
り
ま
す
。



押
越
が
総
合
優
勝

恒
例
の
押
中
学
園
祭
も
開
催

あ
い
に
く
小
雨
の
パ
ラ
つ
く
な
か
、
第
十
八
回
昭
和
町
体
育
祭
が
、
十
月

十
日
押
中
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

競
技
は
、
例
年
通
り
得
点
競
技
種

目
と
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
由

に
参
加
で
き
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん

だ
・
も
の
で
、
参
加
者
も
多
く
、
楽
し

い
一
日
を
す
と
し
て
い
ま
し
た
。

熱
の
入
る
部
落
得
点
競
技
で
は
、

押
越
チ

l
ム
が
他
の
部
落
を
大
量
得

点
で
離
し
総
合
優
勝
、
準
優
勝
に
上

河
東
、
三
位
西
条
二
区
と
そ
れ
ぞ
れ

入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
自
に
は
哩
中
学
園
祭

高
催
さ
れ
、
展
覧
会
場
に
は
、
絵

画
、
工
作
物
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ

れ
、
お
お
ぜ
い
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

(6) 

こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を

火
が
狙
う
グ

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房

阻
宣
言
使
う
こ
と
か
ら
、
一
年
の
う
ち
で
も
最
も
火
事
の
多
い
季
節
で
す
。

火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
暖
房
器
具
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

昨
年
の
統
計
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
二
千
七
百
六
十
六
件
(
全

国
)
の
う
ち
、
七
五
バ

1
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
千
七
十
六
件
が
石
油
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
年
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

火
を
消
す
た
め
の

J

二
つ
の
基
本
“
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

火
事
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
「
水
/
」

と
反
射
的
に
ピ
ン
と
く
る
ほ
ど
、
水

は
冷
却
消
火
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
は
い

っ
た
と
き
な
ど
、
子
近
に
あ
る
野
菜

を
入
れ
る
の
も
冷
却
消
火
の
一
つ
の

方
法
で
す
。

報広

燃
え
る
も
の
を

取
り
除
く

町

空
気
(
酸
素
)
を

断

つ

婦
人
会
で
救
急
看
護
法
を
学
ぶ

思
い
が
け
な
い
災
害
で
被
害
者
が
と
婦
人
会
を
対
象
に
、
日
赤
の
指
導

続
出
し
た
時
、
私
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど
者
を
迎
え
、
町
主
催
の
救
急
看
護
法

冷
静
に
対
処
で
き
る
で
し
ょ
う
か
・
:
。
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

去
る
九
月
二
十
九
日
、
応
急
処
置
身
近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
た
包
帯

方
法
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
お
う
で
の
止
血
方
法
、
毛
布
と
青
竹
を
使

っ
た
担
架
の
作
り
方
と
ケ
ガ
人
の
運

搬
法
、
ま
た
、
一
週
間
は
保
存
が
き

く
と
い
う
梅
入
り
の
保
存
食
の
講
習

な
ど
、
会
員
さ
ん
は
し
ん
け
ん
な
表

情
で
実
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
対
策
が
問
題
托
さ
れ
て

い
る
現
在
、
い
、
ざ
と
い
う
と
き
、
乙

の
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
お
お
い

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

和

例
と
し
で
は
、
ガ
ス
火
災
の
と
き

・
な
ど
元
せ
ん
を
閉
め
て
ρ
火
元
H
H

を

断
っ
た
り
、
山
火
事
の
と
き
、
周
囲

の
木
を
切
っ
て
延
焼
を
防
ぐ
場
合
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

天
ぷ
ら
を
あ
げ
て
い
て
電
話
が
か

か
り
、
う
っ
か
り
長
話
に
な
っ
て
戻

っ
て
み
る
と
、
な
べ
に
火
が
は
い
っ

て
い
る
!
こ
ん
な
時
と
っ
さ
に
、

な
べ
に
フ
タ
を
す
る
と
酸
素
が
断
た

れ
、
火
は
消
え
ま
す
。

ま
た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
が

燃
え
だ
し
た
と
き
は
、
シ
ー
ツ
な
ど

を
水
に
ぬ
ら
し
て
か
ぶ
せ
る
と
消
す

乙
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
消
火
方
法
が
、
窒
息

消
火
で
す
。
消
火
器
も
こ
の
方
法
に

入
り
ま
す
。

昭

展覧会場はすばらしい作品の数々



報

せ
つ
な
い
歯
の
痛
み
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
て
す
ね

浅
間
寺
の
名
物

河
東
中
島

広

河
東
中
島
浅
間
寺
に
つ
い
て
四
つ

ば
か
り
紹
介
し
よ
う
。
名
物
と
言
え

る
か
ど
う
か
だ
が
、
少
し
ば
か
り
な

つ
か
し
か
っ
た
か
ら
、
面
白
い
と
考

え
て
で
あ
る
。

「
カ
ヤ
の
木
」
本
堂
南
の
川
端
に

あ
っ
た
太
樹
で
、
小
学
校
裏
の
本
妙

お
お

b
b
ょ
う

寺
の
大
公
遜
樹
と
共
に
珍
ら
し
い
大

木
で
、
年
取
っ
た
人
々
に
は
朝
早
く

そ
の
実
を
拾

っ
た
思
い
出
が
な
つ
か

し
い
が
、
戦
時
中
に
は
伐
採
供
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

「
大
杉
」
六
、
七
本
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
墓
地
を
め
ぐ
っ
て
、
間
隔
を

町和日百(の

柳

沢

八

十

(筆)

お
い
て

一
本
づ
っ
そ
び
え
て
居
た
の

で
、
盆
地
を
め
ぐ
る
山
か
ら
昭
和
の

あ
た
り
を
探
す
時
、
す
ぐ
眼
に
と
ま

h
毛
J

が
か
り
と
な
る
遠
望
目
標
と
な

っ
た
が
、
伊
勢
湾
台
風
の
と
き
倒
れ

て
し
ま

っ
た
。

「
金
比
羅
堂
」
町
道
一
号
線
に
面

し
て
境
内
の
東
南
偶
に
在
る
。
九
尺

(
三
米
弱
)
図
面
の
平
凡
-な
堂
宇
だ

が
、
本
来
金
比
羅
様
は
四
国
が
有
名

で
本
尊
様
な
の
だ
が
、
正
確
に
は
「

乙
ん
ぴ
ら
」
で
な
く
琴
平
様
と
い
う

方
が
正
し
く
て
、
四
国
の
「
乙
ん
ぴ

ら
」
様
も
香
川
県
の
琴
平
町
に
あ
り

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
郷
土
に
も
、
い

ろ
い
ろ
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
郷
土
の
誇

り
と
し
て
、
同
時
に
わ
た
し
た
ち

の
ρ
心
の
ふ
る
さ
と
グ
と
し
て
、

末
永
く
大
切
に
守
り
ぬ
い
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ら
の
、
ひ
い
て
は
日

本
の
文
化
財
の
多
く
は
、
紙
や
木

神
社
名
を
以
て
町
名
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
乙
れ
は
明
ら
か
に
神

社
で
あ
り
「
宮
」
な
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
寺
の
一
角
に
あ
る
と
こ
ろ
が

面
白
い
。
お
そ
ら
く
、
講
中
な
ど
の

信
徒
が
素
朴
な
信
仰
心
で
、
神
仏
同

居
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
境
内
を
借
り

た
も
の
だ
ろ
う
が
、
草
深
い
辺
地
の

信
仰
と
は
昔
も
そ
の
よ
う
に
の
ん
き

な
・
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
虫
歯
地
蔵
」
一
名
ひ
い
ら
ぎ
の

埠
成
と
も
言
い
、
本
堂
南
の
墓
地
の

入
口
に
大
き
い
ひ
い
ら
ぎ
の
木
を
背

に
祭
ら
れ
て
居
た
が
、
そ
の
木
が
枯

死
し
、
火
災
の
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
現
在
は
三
米
ば
か
り
南
で
北
向

き
に
前
記
の
カ
ヤ
の
木
の
あ
っ
た
あ

た
り
の
川
端
に
移
さ
れ
て
あ
る
。
そ

の
名
の
ご
と
く
虫
歯
の
苦
し
み
に
ご

利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
て
、
首
を

傾
け
、
痛
い
方
の
ほ
お
に
片
手
を
あ

の
よ
う
な
い
た
み
や
す
い
材
料
で
で

“心、のふるさと"

郷土の文化財を守ろう

き
て
い
る
乙
と
が
特
徴
で
す
。
そ
の

て
て
い
る
地
蔵
像
で
、
像
と
し
て
も

珍
ら
し
い
が
、
虫
歯
の
願
い
を
か
け

つ
ま
よ
う
じ

て
、
そ
れ
が
治
っ
た
ら
爪
場
枝
を
編

ん
だ
ヨ
ダ
レ
か
け
を
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
焼
鳥
の
串
く
ら
い
の

大
き
な
楊
子
で
編
ん
だ
ヨ
ダ
レ
か
け

が
い
つ
も
か
け
ら
れ
て
い
た
の
を
筆

者
も
覚
え
て
い
る
。

歯
医
者
も
な
い
昔
の
人
々
が
、
小

麦
粉
を
梅
漬
で
練
っ
た
り
し
て
、
そ

の
痛
み
に
耐
え
抜
き
、
と
ぼ
れ
る
よ

う
に
し
て
痛
み
が
去

っ
た
と
き
、
地

蔵
様
の
赤
い
ヨ
ダ
レ
か
け
の
代
り
に
、

歯
に
は
さ
ま

っ
た
も
の
を
堀
る
道
具

で
あ
る
場
子
を
編
ん
で
あ
げ
る
と
い

主
宰
謝
の
方
法
も
ま
た
面
白
い
し
、

恐
ら
く
は
そ
の
地
蔵
像
に
祭
ら
れ
た

人
も
、
歯
痛
か
ら
来
る
病
気
で
亡
く

な
っ
た
人
を
祭
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

た
め
に
、
耐
久
力
が
弱
く
、
と
く

に
火
災
児
あ
う
と
跡
形
も
な
く
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め

文
化
財
の
保
護
に
は
、
わ
た
し
た

ら
の
温
か
い
思
い
や
り
と
キ
メ
細

か
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

文
化
財
の
保
護
は
、
ま
ず
文
化

財
に
つ
い
て
の
理
解
と
愛
着
か
ら

l
乙
の
機
会
に
親
子
そ
ろ
っ
て
史

跡
め
ぐ
り
を
す
る
な
ど
、
郷
土
の

文
化
財
K
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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(同報広町和昭
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場 所 役場前

献血出来る人

① 満 16 歳以上~ 6 5歳未満の人

② 体重が男子 4 5 kg・女子 4 0 kgを乙える人

③ 前回の採血から 1ヶ月を経ている人

④ 妊娠していない女性

⑤ 血液の比重が1.0 5 2以上の人(当日検査)

⑥ 血圧検査の結果適合した人 (当日検査)

⑦ 当日医師が検診をして健康と認める人。なお、採血された場合は血液型、肝機能、梅毒

等の検査を行いますので健康診断の役目もします。

力

午前 10時~正午

午後 1 時~3 時

三神駐車場

協

1 1月 12日(月)

血---献

実施日時

る~
a.::::> 

児検診〈中央公民館)

1 1月 13日(火) 午後 1 時~2 時

1 1月 22日(木)グ

1 1月 28日(水 1/

l歳6ヶ月児検診 〈中央公民館〉

実施日時 1 1月 29日(木) 午後 1時--2時

3 歳児検診 〈中央公民館)

実施日時 1 1月 16日(金) 午後 1時--2時

※ いずれの検診に携帯品として、母子健康手帳

・問診票が必要です。

検児幼一一乳

乳

実施日時

• 
---秋期ポリオ生ワクチン投与実施=ー

1 1月 6日びく)

中央公民館

・昭和 53年 8月 1日~昭和 54年 1月

3 1日までの出生児(2回目)

・昭和 54年 2月 1日~昭和 54年 7月

3 1日までの出生児(1回目)

・昭和 52年 8月 1日~昭和 53年 7月

3 1日までの出生児(追加)

-昭和 51年 8月 1日~昭和 52年 7月

3 1日までの出生児(1回目を投与し

ている人追加)

母子健康手帳 問診票

午後 1時--2時実施日時

場所

該当児

携帯品

= 3種混合〈盲目ぜき ・ジフテリア・

破傷風〉予防接種ー

• 

1 1月 27日ωく)

中央公民館

昭和 52年 1月 1日~昭和 52年 6月

3 0日までの出生児(第 1期 3回目)

昭和 51年 1月 1日~昭和 51年 12月

3 1日までの出生児(第 1期 3回目)

母子健康手帳 問診票

午後 1 時~2 時実施日時

場所

該当児

携 帯品

什月の可燃物

不燃物収集日

指定場所代当日午後 8時 3 0分までに

出して下さし、。

日 程 曜日 地区名 内 容

11月 1日 木 全 地区 もえる物
11 5日 月 グ 1/ 

11 7日 水 1/ ガラス類

11 8日 木 1/ もえる物
11 12日 月 1/ 1/ 

11 15日 木 グ 11 

1/ 16日 金 押原・常永 金属類
11 19日 月 全地区 もえる物
1/ 21日 水 西 条 金属類
11 22日 木 全地区 もえる物
11 26日 月 11 11 

1/ 29日 木 11 1/ 
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